2012年11月5日

(公社)日本パブリックリレーションズ協会
広報委員会　顕彰小委員会

会員の皆さまにおかれましてはご清栄のこととお喜び申し上げます。
恒例の「パーソン・オブ・ザ・イヤー」受賞候補者のご投票及び「シチズン・オブ・ザ・イヤー」のご推薦をお願い申し上げます。

2012年度から、従来からの「ＰＲパーソン・オブ・ザ・イヤー」とは別に、協会が公益法人に移行したことを記念して、「ＰＲシチズン・オブ・ザ・イヤー」を新設し、表彰することに致しました。

これは、「地道で独創的な広報・ＰＲ活動」の掘り起しを目的に、一般にはあまり知られていないが、企業や市井で長年にわたり独創的な広報・ＰＲ活動を実践し、広く社会や地域あるいは団体の発展に寄与し、奨励に値する成果を収めた人またはグループ（ＮＰＯを含む）を公益法人として認定・顕彰するものです（ただし協会会員及び協会会員とビジネス関係にある個人・グループは対象外とします）。

また、この2つの部門を総称する名称として「日本ＰＲ大賞」をつけ、それぞれ「日本ＰＲ大賞　パーソン・オブ・ザ･イヤー」と「日本ＰＲ大賞　シチズン・オブ・ザ･イヤー」にすることになりました。

「シチズン・オブ・ザ･イヤー」は、具体的な候補事例を参考に、適任者（またはグループ・団体）を推薦していただき、それをふまえて委員会で協議し決定いたします。

つきましては、別紙にご記入の上、ＦＡＸ・メールにてご回答いただければ幸いです。

なお、「パーソン・オブ・ザ・イヤー」の候補者（別紙）は、8月から10月にかけて開催された広報委員会顕彰小委員会ならびにプロジェクトチームの予備選考を経て絞り込んだ8名の方々です。

記

＜投票要領＞

1．記入方法 ： 別紙「推薦理由」をご一読いただき、話題性や好感度、発想の斬新さなどの観点から、経済活動、文化・スポーツ、社会、教育などの分野で、今年、情報発信など広報・ＰＲの観点から「広報・ＰＲに貢献した」人物を選び、最左欄に1位から3位の順位を記入してください。

2.  締 切 日 ： 2012年11月16日（金）
※　「パーソン・オブ・ザ・イヤー」受賞者は、お送りいただいた会員投票をもとに広報委員会 顕彰小委員会で審査し、決定いたします。
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2012年度日本ＰＲ大賞「パーソン・オブ・ザ・イヤー」会員投票用紙
· 下記8名から、受賞にふさわしい方1位～3位の順位を記入してご投票ください。
（氏名50音順・敬称略）
	順位
	受 賞 候 補 者
	推　薦　理　由

	位
	阿川佐和子
	エッセイスト／タレント
	あくまで聞く側に徹し相手のホンｎｅを引き出す当代随一のインタビュアー。尖閣列島中国漁船衝突事件では映像が公開されない中「穏便に発言しつつＹｏｕＴｕｂｅで流せば」と発言、映像流出が実現した。講談社エッセイ賞、坪田譲治文学賞等を受賞。新幹線「のぞみ」の名づけ親でもある。

	位
	池田　義雄
	タニタ体重科学研究所 所長
元・東京慈恵会医科大学 教授
	池田義雄氏は、タニタ食堂の仕掛け人として出版、レストラン経営、異業種とのコラボレーションなどを積極的に展開し、企業理念「はかるを通して、世界の人々の健康づくりに貢献します」を具現化していることを高く評価。

	位
	ドナルド・キーン
	日本文化研究の第一人者
コロンビア大学 名誉教授
	「私は『日本』という女性と結婚する」として今年4月、日本国籍を取得された。90歳でのその行動と存在は、昨今の停滞し覇気のない日本国民に対し力強いメッセージとなった。更に取材や講演を通じ、新たな祖国・日本の復活を熱っぽく語っている。これはとりもなおさず、日本社会へのパブリックインタレストに大きく貢献したと評価される。

	位
	鳥越俊太郎
	ジャーナリスト／テレビタレント
	ニュースの職人を自認するジャーナリスト。2005年に直腸がんが見つかり闘病生活をおくる。4回にわたる手術行い、その様子をテレビのドキュメントで公開した。現在、がん患者の就労を考えるプロジェクトCSR（CancerSrviorRecruitng）の会長も務める。

	位
	似鳥　昭雄
	㈱ニトリ　創業者で代表取締役社長
	「お、ねだん以上。ニトリ」のキャッチフレーズで急成長を遂げるニトリの創業社長。経営や人材教育に独自の哲学を持つ。私財を投じて大学の寄附講座や留学生のための奨学基金を設けるなど、社会貢献活動も積極的。

	位
	村井　嘉浩
	宮城県知事　

復興庁復興推進委員会委員
	2011年3月11日に発生した東日本大震災で宮城県は沿岸部を中心に大きな被害を受けた。被災県の首長として、「水産業復興特区」構想などを掲げ、震災復興に務めている。

	位
	山中　伸弥
	2012年ノーベル生理学・医学賞受賞
京都大学iPS細胞研究所　所長・教授
	世界で初めて「万能細胞」と言われるｉＰＳ細胞の生成に成功。
自ら大会に参加「マラソン完走募金」を行うなど、所長として研究費獲得の広報マンとしての役割も果たしている。

	位
	由紀さおり
	歌手／タレント
	アメリカのジャズバンドとアルバムを発表。

アメリカ、カナダ、ギリシャで大ヒットし、世界に日本の歌謡曲を「Kayoukyoku」として、更に全世界に広め、日本の歌の素晴しさと日本人の心の優しさＰＲしている


ＦＡＸ　（公社）日本パブリックリレーションズ協会

０３－５４１３-２１４７

	ご 氏　名　

	貴 社 名　　
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2012年度日本ＰＲ大賞「シチズン・オブ・ザ・イヤー」推薦用紙
以下の候補事例をご参考に「シチズン・オブ・ザ・イヤー」にふさわしい候補者（グループ・団体）がございましたら、以下にご記入の上、お送りください。
なお、選考対象（定義）は以下の通りです。

「シチズン・オブ・ザ・イヤー」の選考対象

長年にわたり、一般にはあまり知られていないが、企業や市井で独創的な広報・ＰＲ活動を実践し、広く社 会や地域或いは団体の発展に寄与し奨励に値する成果を収めた人またはグループ（ＮＰＯを含む）。ただし協会会員及び協会会員とビジネス関係にある個人・グループは対象外とします。

＜候補例＞（敬称略） 

・ 大廻政成（元・福井県丸岡町職員、財団法人丸岡町文化振興事業団事務局長）
※今年で20周年を迎える「日本一短い手紙 一筆啓上賞」の仕掛け人であり、現事務局長
・ 鳥塚  亮（いすみ鉄道社長）
※ 廃業寸前だった鉄道会社に公募で社長に。斬新なアイデアで業績を急回復させた
・ 梅原  真（高知県香美市に住むグラフィックデザイナー）
※ 農林漁業と地方に関する仕事ばかりを引き受け、次々とヒット商品を生み出す
	氏　名
団体名
	所　属
	推　薦　理　由

	
	
	

	
	
	

	
	
	


ＦＡＸ　（公社）日本パブリックリレーションズ協会

０３－５４１３-２１４７

	ご 氏　名　

	貴 社 名　　


2012年度　日本ＰＲ大賞


「パーソン・オブ・ザ・イヤー」会員投票　及び


「シチズン・オブ・ザ・イヤー」推薦のお願い








